
スキルかな？ 美術の根っこ やはりスキ

Keyword：すきこそものの上手，内発的動機，誰のためなんのため

そもそも美術はなんのため，そして誰のためにあるのでしょうか。世のため，人（他

者）のためでしょうか。否です。結果としてそうなるケースがなくはないとは思いま

すがそれが前提ではないと私はとらえています。

「スキ」については“内発的動機”に置換できます。先人の「好きこそものの上手」

につながります。レオナルド・ダ・ヴィンチしかり。超4000本安打のイチロー選手

しかり。画家岩下哲士（Page29）氏もそうです。偉業の裏には「スキ」があるので

はないでしょうか。「スキ」だからこそおおよその人は，「もっと上を，さらに高みを」

と，時には厳しく苦しいことでも乗り越えていけるのではないでしょうか。逆順はお

およそないと私は考えています。

ではこの文脈，はたして学校等における美術教育の場で了解されているでしょうか。

私はときどき（しばしば？）不可解な状況に遭遇することがなくはありません。“まず

技術指導をッ”との文脈です。“かけない”から“キライ”ということらしいのです。

私は４０年余美術教育に携わりこのこといまだに同意できません。

上掲の作品は「十六武蔵〈さ（Page63）〉という日本古来のゲームの駒です。お寿

司大好き，そして粘土大好き，ものづくり大好きな学生が紙粘土で制作しました。圧

倒されました。この作品，私が「させた」のではありません。学生が「した」のです。

若気の至りで過ちを犯した（44ページ）の頃から脱皮した私は「強制」はやはり美術

教育にはなじまないと考えてます。「強制」の後ろには，かつての私がそうであったよ

うに「こうさせたい」との指導者の「思い（込み）」があるのではないでしょうか。

学生作品（広島文教女子大学）

ん！もう仕舞 では，ご提案 “規”の私案

Keyword：美術とは，美術教育とは，スタンダード

私が小学校教師として美術教育にかかわりはじめ，すでに40年余の歳月が流れ

ました。その間，はたして我が国の美術教育は確たる進歩・発展を遂げたのでし

ょうか。子どもたちにとって意味のある教科等として不動の地位を獲得できたの

でしょうか。私は，このいずれの問いに対しても否と言わざるをえません。

なぜか。私は二つの原因を考えています。その一つは教師の「美術（アート）」

そのものへの理解不足です。いま一つは「美術教育」へのこれもやはり教師の理

解不足です。

こうした実態を背景に，教師から子どもたちへ，あるいは先輩教師（管理職や

年配教師）から後輩教師へと連鎖は断ち切られることなくいまに至ったのではな

いでしょうか。長年美術教育に携わってきた私ですが，いまようやくこの結果責

任を問われる側にいることに気づきました。

この問題意識こそが本書に取り組んだ原点であり，この際，美術教育にかかわ

る教師の「スタンダード」の策定をとの原動力となりました。求めるのは３H美

術教育です。

以下，「スタンダード（規）」の私案を提示し筆を置きたいと思います。

若元先生／東雲小学校２年生
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